
Japan Information-Culture Society

NII-Electronic Library Service

Japan エnformation −Culture 　 Sooiety

34

研究論文

　　　　　　　　　　　　　　　情 報文化学に 関する研究 テ
ー

マ 分析試論

An 　analytic 　study 　concerning 　research 　themes 　of　information−culturology

岡谷 大 　Y・t・k・ OKAYA

　　　　　　　　　 法政 大学

　　　　　　 Hosei　UniversEty

要 　　旨

　情 報文 化 学の 情報 空 間モ デ ル を べ 一
ス に ．主 に 「情 報文 化 学会 誌」 に 掲載さ れ た 論文の 多面 的

・進 化的な特質を い く

つ か 考察 した ：情報論 ，情報文 化論 ，知的財産 ，言語論 、表 現論 ，日本文 化 論 、1丿ス ク と安心 ・安全 ，コ ミ ュ ニ テ ィ
・イ ン

フ ォ マ テ ィ ッ クス ，情 報文 化 の実証 的 研 究。以 上 の結 果の い くつ か を重 点 的 に表 にま とめ て いる。本 研 究は今後 グロ
ー

バル な視 点 や ，理 論 と応用 の研 究な ど が必要 であ る。

Abstract

Based　 on 　the　three　dimensional　model 　 of　information−culturological 　sphere ，　this　paper 　tries　to　 research 　the　 multi

dimensional　 or 　developing　 nature 　 of 　the　title（theme ）appeared 　on 　the　Journal　of 　the　Information−C しdturology　such 　as ：

Infomatics．．information−culturology ，intellectual　property．　linguistics．expressienJapanology ，　 risk 　and 　safety ，community

informatics，empirical 　research 　Qf　information−culturology ．　Those　results 　 are 　 arranged 　in　 a　table．　This　study 　should 　be

supplemented 　by　a　glebal　aspect 　or 　comparing 　between　theory 　and 　practice．

1．は じめ に 2 ，先行 研究

　す で に情報文化 学 会は 創立 20 年を経 過 し，こ の 間 『情 報 文

化ハ ン ドブ ッ ク』が 出版され
「L1，情報文化 学の 理念系

・
人間系

・

施 設 系 に よ る 情報文 化 空 間 （片方モ デ ル 〉をふ ま え た 学術 知の

議論が な さ れ て きた 監 しか し 『情報文化学ハ ン ドブ ッ ク』以

後 の 総合 的 な情 報 文化学 の 論文 等 の 紹 介 は な され て お らず ，現

時点 で の
一

つ の ま とま りが 欲 しい と こ ろ で あ る。そ こ で 本 学会

の 本 質 ，独 自の テ ーマ ，目的 な どは ど こ に あ る の か ，具 体 的 に

は そ の 領域，概 念，用 語 ，理 論モ デ ル ．な ど は ど うか に つ い て 研

究テ
ー

マ を主 軸に 考察 を試 み た。

　 情 報文 化学 会 の 目的 は 新 し い 世紀 にお け る 情報 文化 の 重 要性

を予 見 し，情報 と文化 を密接 に 関連づ ける 学問領域 の 形成 と知

の 再 編成 と して の情 報 文化 の 体 系化 に ある
［’1］匚4］。情報 と文化 と

い う軋 み あ う関 係 ，そ の 中核 を と らえ る こ とは難 しい が ，研 究

をす す め て い くうちに
一

つ の 研 究 テ
ーマ に複 数 の 視点 が あ っ た

り，あ る い は
一

つ の テ
ー

マ が 進化 した りし て い くとい う傾 向が

み ら れ た。つ ま りテ
ー

マ に お ける 「相 互 関 係 」 とい う概 念が 見

え て きた。こ れ に は 理 論 的 ，社 会 的 な ど 多 くの 意味 が あ る もの

と考 え られ る。そ こで 〈会 員 の もっ て い る であ ろ う情 報 文化 の

イ メ
ー

ジ の 摺 合せ 〉 とい うボ トム ア ッ プ的 なア プ ロ ーチ で 本研

究 に取 り組 ん だ ．実際 に は い くつ かの 仮 説 を立 て こ れ まで の 論

文 をふ りか え っ て み た。『情 報 文化 学 ハ ン ドブ ッ ク』 の 領域 区

分 を背景 に まず は 論文生産や 引用 ，方法や 目的 な ど の 量 的検討

を行 い ，次 に 内容 に 立 ち入 っ た。例 え ば複 数の 研 究 者 に よ る テ

ーマ ，同一
著者 で もテ ーマ の 変遷 が あ る 場合 な ど の 整理 を実施

した 。

　全体 に テーマ を横 断 す る先 行研 究 と して は 森田 の 研 究が あ

る
［5エ。こ れ は 情報文化学 の

一
層 の 浸透 ，趣旨の 理 解 ，他機関 と

の 交流 な ど を意 図 した もの で ．掲載論文の 縦 覧 とあら た に い く

つ か の 着眼点を の べ て い る 。 独自の 判断で い くつ か の 研究に

焦 点 を あ わせ ま とめ て お り，大 ま か な く く りと して 参考に な

る。一
方 で 思 考 モ デ ル に 関 し て は基 本 的 な枠 組 み と，そ れ らを

さ ら に 深 化 させ 非 健 常 者 な ど に も視 点 を向 け た 片 方 の 柔軟 な

見 解
［2］．片 方モ デ ル に よ る 森の ベ イ ジ ア ン を用 い た メ デ ィ ア

効 果 と 世 論 反 応 の 考 察
〔6］，八 幡 の 情 報 文 化 の 主 体 に 関 す る 論

考
匚7］：R］，情 報 文化 空 間 をふ まえ た 安 岡 の 企業 通 貨の 視 点 か ら

の 考察
「9］，岡谷の オ ン トロ ジーと タ

ー
ミノ ロ ジーを絡 ませ て の

論 考
匚LD］

な どの 考察 の 蓄 積が あ る。さ ら に は 巻 頭 言 な ど，節 目

ご との 学 会 の 動 向 に 関 す る 論述 も重要 で は あ る が ，今 回 は 参 考

す るに と どめ たい 。

3 ．研 究対象

　本研 究 で は学会 誌の 研究 論文 （招待論文 を含 む 〉を 中心 に 必

要 と思 われ る 研 究報 告 ，全 国大 会 予 稿 集 に お け る論 文 を選 び内

容 を検討 した。巻 頭 言 ，提言，ニ ュ
ーズ レ タ

ー，学会賞や 産業

界 との 関 連等 は参考 に して い る。

4 ．研究方法

4．1　情 報 と文 化に また が る新 しい 視点の うか が える 論文を主

と し，外 国文献 や 外 国 を研 究対 象と し た 論 文 は割愛 し た。
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4．2　引用 で は，図書館 情 報学 の 引 用分析 の 手法 〔1）を使 え ば 雑誌

間著 者間．主題 間の 広が り湘 互 関連が 表示 で きる 。 しか し件数

が 少な く今 回は そ こ まで い た らず また ガ
ー

フ ィ
ー

ル ドの く 科

学 の 地 図 〉 の 作 業 もで きなか っ た。今回 は 主 要な 引用 文献 と 自

己 引用 （自分 の 論文 の 引 用 〉と 同誌 引用 （同 じ雑誌で の 引用 ）

の 確 認 に とどめ た。

4 ．3 　 テ ーマ 分 析 で は は じめ に 量 的 に そ の あ と質 的 に 視 点 や

テーマ の 進化 ・発 展 の 分 析 を行 っ た。

4．4 　 5 の 主 要 テーマ の 選択 に お い て オ ン トロ ジーに よ る 概念

分析（分 類）を行い ，そ れ に 基づ い て タ
ー

ミ ノ ロ ジ
ー〔2 ）

に よ る 言語

表現 の 調 整 す な わ ち特 殊 な 言 葉 伺 義語 略 語 合 成 語 略 語 な ど を

考 察 した。

4．5　 以下 の 仮 説 を試み た。

　（a ）当然 の こ とで あ る が研 究 内容 は片 方 論文 や メ デ ィ ア 関 係 ，

情 報科 学 の 論 文 を基 に 年 々 学 際 的 に な っ て い く。（b）情 報 文化

学 に は，通 時的 な変 化が あ る 。

5 ．主要 テ
ー

マ の選択

　以 下 に 主要テ
ー

マ の 選 択 の 第 1 ス テ ッ プ と して は ，論 文 数 な

どの 客観的な量的側面か ら全 体 を俯瞰する。第 2 に 『情報文化

学ハ ン ドブ ッ ク』や 「情報文化学会誌 」 に よ りテ
ー

マ の 概 要 を

把 握 し ，第 3 に 横 断 複合 的 テ
ー

マ 進 化 ・進 展 の テ
ー

マ を と り

あ げ る。

5．1　 論文投稿につ い て

　学会 誌 に 掲 載 さ れ た 研 究論文は ，1994年か ら 2012年 まで 合

計で 232件 ，年平均 12．2 件 で ，最 も多か っ た 年は 12件 ，最低

は 3 件で あ っ た。なお今 回は 参考 程 度 に と どめた が ，報 告 ，レ

ポート，国際 会 議 報告 な どは合 計 64件 で あ っ た。こ の ほ か 資

料 ，特 別 寄稿 ．レ ビ ュ
ー，論 文紹 介 な どが あ っ た が ，今 回 は 参考

と させ て い た だい た。なお タイ トル に現 れ た 用語 （タ
ー

ミ ノ ロ

ジ
ー

） と して ，例 えば 異 表記 （携 帯 と ケ
ー

タ イ ），「場所 性 」 と

い っ た 特 有 の 言葉 ，関連 ・類似 語 （文化 の 認 知差 ，文化度 〉，合

成語 （多文化認 識 ），略語 〔VPN ； virtua 王private　network ）な

ど が 注 目 され た。

5．2　 引用文 献

　自己 引 用 （自分 の 論文 の 引用 〉，同誌引用 （同 じ雑誌 で の 引

用 ）が 多い 。特 に 多か っ た の は 片方論文や 『情報文化学ハ ン ド

ブ ッ ク』，メ デ ィ ア 関連 ，情報処理 学会 の 論文で あっ た。個人

名 と して タ イ トル に 現れ た の は マ ク ル
ー

ハ ン
匸11］．デ ゥ

ーイ ・

リ ッ プ マ ン 匚12］ Gordon　Pask ［L3］
な どで ，こ の ほ か 文 中 で は

バ ー
リ ン ・

ケ イ ，ジ ン メ ル 、水 越 伸 な ど が見 られ た。

5 ．3　各論文で採 られ た研 究手法

　情 報 文 化 学 を 構 築す る 主 軸 は ，三 つ の 系 （理 念 系 ，人 間 系 ，

情報文化学 に 関する 研究 テ ー
マ 分析試論　 35

施設 系 ）で示 され る。従 っ て 研 究内 容 に つ い て は ，表 1 の よ う

に ，そ れぞ れの 系に分 けて 示 す 。

　（1）理 論研究で は 哲学 ，社会学．現 象学的解釈学 ，言語 系で は

言 語 論 ，意 味論，情報系で は 基 礎 「青報学 ，情報論理 ，情報シ ス テ

ム ，情報倫理 ，統計学，心 理系で は 社会心理 ，コ ミ ュ ニ ケ
ー

シ ョ

ン 論 ，フ ロ イ ト，ラ カ ン な どの 精神 分 析 ，さ らに創 作 論 ・物 語

論 な ど と して 示す こ とが で きる。

　（2＞調 査 ・分 析 で は文 献 調査 の ほ か ア ン ケート，イン タ ビ ュ
ー，

ロ グ分 析 な どが見 られ ，解 析 ツ
ール と して グラ フ 理 論 ，多変 量

解析 が 多 用 されて い た。一
方 テ

ー
マ に よ っ て は 文化 人 類学 ，変

わ っ た と こ ろ で は DNA や 血 液 分析 ，臨床 例 の 分析 な ど が 見 ら

れ た 。

　（3）現 場 実験 ・手 法
・
提 案 で は VPN を用 い た シ ス テ ム 構築

や 歩 行 支援 シ ス テ ム な ど弱者 支援 シス テ ム や 介 護 シ ス テ ム な ど

が見 られ ，方法 的 に は質 問紙 法 な どが見 られ た。

表1 研究 手法

5，4　 情 報 文化 学 八 ン ドブッ ク』 掲載論 文 と以 降発表論文 と

　 　 　 の 比較 考察

　は じめ に これ まで 発表 さ れ た 論文の テ
ー

マ の 傾 向と焦点をあ

き らか に したい 。『情報 文 化 ハ ン ドブ ッ ク』 を もと に ，掲 載 さ

れ た 研 究 テ
ー

マ と （カ ッ コ 内 に ）著 者 名 を記 し，そ の 後 に 「情

報文化学会誌」掲載の テ
ー

マ を引用 し、それ らの テ
ーマ を多角

的 に 比 較
・
検討 し考 察 を行 うこ ととす る。

　まず 思 考 モ デ ル で あ る が ，前 述 の とお り理 念 系 ・施設 系 ・人

間 系 に 関 し て モ デ ル の 構 造 的 ・ダ イ ナ ミ ッ ク な 研 究 （八 幡 ）

や ，非健常者 も含め た 情報文化の 主体の 拡 張 〔片方 ｝，ベ イ ジ ア

ン を用 い た メ デ ィ ア の 効 果 と世 論反応 の 研究 （森 ）な どが み ら

れ た。
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　 次 に 第 1 章情 報文 化 学 の 基礎 で は全 体 を貫 く根 本 原理 ，情報

文化 の 基礎 （片 方）．情 報 の 価 値 と 生物 お よび文化 シ ス テ ム に

お け る 適応概 念 （落合〉，記憶 と記 録 と情報文化 （石 川 ）な ど

の 研 究 が あ る。しか し ，情報 文化 の 構 造 や 空 間構造 に 関す る 研

究は 卩情報文化の 空 間構造 に関 す る試論
ユ4：

の よ うな研 究が あ

る もの の 今後の 課題 で ある。こ の ほ か 西垣 の 情報基礎論
圖

は

大 きな ま とま りをみ せ て い る。

　第 2 章 理 念 系 で は ，情 報 メ デ ィ ア の 文化 に 対 する 影 響 （山

本 ・稲垣 ）．日本 文化 の 情報 処 理 （平 澤 ），情報 文 化 と統 計 文化

（橋 本 　勝 ）．生 活情 報 の 構 造 とその 文化 形態 （三 石 ） な どが ）

あ る。学 会誌 で は 情報倫理 （曽我等）
［16：

や 心 理 学 ，社 会心 理

学的研究が み られ た 。

　第 3 章人 間系で は ，カ ル チ ャ ウエ ア と現代 文化 （今井），コ ミュ

ニ テ ィ ウエ ア と参加型 メ デ ィ ア の 論考 （稲垣 ） など が あ っ た。

　第 4 章施設系 で は文 明の ネ ッ トワ
ー

ク 史観 （稲垣 ），電子 図

書 館 シ ス テ ム （石 川 徹 也 ）．情 報 セ ン タ
ーとア ウ ト ソ

ー
シ ン グ

（増 田 隆昭 〉な ど多 くの シ ス テ ム が 紹介 され て い る。学 会 誌 で

は VPN に よ る地域 ネ ッ ト結 合 （加 藤 ）
u7 ］

，情 報伝 送．Eの 誤 り

符号 検出 に 関す る研 究 （柴 木 ・片 方 ）
〔18］

が み られ る。ア ン ト

コ ロ ニ ー最 適 化 法 の た め の Ant 言 語 の 開発 （飯 村 ）［19］は 、情

報文化学 の 新 しい 道 を開拓 して い る。こ の ほ か ，コ ン ピ ュ
ータ

言語 の 研 究も何度か 試み ら れ て い る 。

　前述 の よ うに ，情報文化 学 の 構 築 の 主 軸 は ，理 念系 ，人 間系 ，

施設系の 三 つ の 系で ある が 『情報文化学ハ ン ドブ ッ ク』 に お い

て は ，編 集 上 の 理 由で ，以下 の ように ，社 会系 ，デ ジ タ ル 経 済系

な ど の よ うに 系 を多用 して い る が ，こ れ らの 系 は前述 の 三 つ の

系 と 同列 に ある もの で は な い 。

　第 5 章社会系で は ，情報社会 イ メ
ー

ジ 論 や （近 ），中規 模 情

報 環境 の モ デ ル 化 とそ の 基 本理 念 （田 中芳彦），ネ ッ ト ワ
ー

ク

上 の 電 子的著作 権管 理 シ ス テ ム 〔鈴木 ・横井 ・安 田 ）が あげ ら れ

て い る。こ の ほ か学 会 誌で は最近 で は地域 社会の 研究がみ ら れ

る。地 域の とらえかた や民 学 産公の 情 報都市 づ く り （清原）
：2〔，：

な ど があ る。

　第 6 章デ ジ タル 経 済 系で は 情報 文化 と社 会 経済 シ ス テ ム （増

田 祐司），デ ジ タ ル 経済 とグ ロ
ーバ ル ネ ッ トワ

ー
ク （須藤 ），イ

ン タ
ーネ ッ トと電 子 商取 引 が 創 り 出す 情報文 化 〔成 沢 〉，CALS

と 企 業 経 営 の 革 新 （金 山） な どが み られ た。学 会 誌 で は プ

ロ シ ュ
ー

マ 型 商 品 開 発 （加 藤 ・横 井）
匚21
．
，財 政状 態 格 差 と 自

治体経営病院の 資本構造 （藤本 ・坂本 ）
［m ］，電 子 マ ネー （安

岡〉
［9］，e コ ミ ュ ニ テ ィ に お け る ソ ーシ ャ ル ・キ ャ ピタ ル （河

井）
［231 ．後述 す る ブ ラ ン デ ィ ン グ （設 楽 ・桑 原 ）

［24］
　．新 ケ イ

ン ズ 派 モ デ ル と情報 の 経済学 （村舘）
匚2i ：．知的財 産権担保 融

資 （沢本 ）
：26j，経 済 学 か らみ た 音 楽 著 作権 （樺 島）

27］
な どが

あ る。

　第 7 章表現 系で は 先端芸術 と して の 情報 造形 （河 口 ），『バ ー

チ ャ ル 明治 村』 の 開発 （中田 ），プ ラ ネ タ リ ウ ム で の イ ン タ
ー

ネ ッ トと CG の 活用 （毛 利 ），コ ン ピュ
ー

タ を使 う造 形 （橋 本

創 造 ）が み られ た。学会誌で は ，パ ブ リ ッ ク ビ ュ
ー

イ ン グ ，ス

ポー
ツ 消費 に 関 す る研 究 が み られ た （西尾）

［2S］
。

　第 8 章 教 育 系 で は コ ン ピ ュ
ー

タ を用 い た 教 育 へ の 応 用 で ，

情 報 文 化 学 を指 向 した 情 報 教 育 の 考 え 方 （栗 本 ），地域 の 教

育力 と音 楽教 育 〔中 丙 ），情 報 と 教 育 シ ス テ ム （竹 本 ）な ど が

み ら れ た。学会誌で は 企 業 に お け る 自律型人 材育成 プ ラ ッ ト

フ ォ
ー

ム の 構 築 （大嶋）
嚠 ，職業教 育 に お け る 情報セ キ ュ リ

テ ィ授業 （青山）
［30二

そ の 他が み られ た 。

　第 9 章 メ デ ィア 系 で は ．メ デ ィ ア の 革新 （正 木），こ れ か ら

の 新 メ デ ィ ア と情報文 化 （下 生 ・渡 辺 ）が み ら れ た。今 日携 帯

電 話 や SNS な どメ デ ィ ア の 進 化 ，多様 化 は い うま で もな い 。

情 報 環境 の 変 化 は ．情 報文 化 学 に大 きな影 響 を与 えて い る。た

だ し情 報 文 化 学 の 本 質 に 変 わ る と こ ろ は ない 。以 下 の 考 察 に

よ っ て さ ら に 踏み 込 ん で 情 報文化 の 本 質は 何 か を 探 りた い 。

6 ，三 つ の 系 を視座 に した テ
ー

マ の考 察

　5．4 の 分析 か ら も新 しい テ
ー

マ と古 い テ
ー

マ との つ なが りや

傾 向の 把握 が 可 能 で あ る が ，本節 で は 学際 的 な 視 点か ら ，こ れ

らを横 断す る 多元 的複 数 の 視 点や テ
ー

マ の 変 化 を追 求 し ，さ ら

に 分 析 を試 み る。仮 説 か ら もで きるだ け今 日 ま で の 複 数の 視

点 の 論文 を収 集 し，広 い 視 野 で 主 要 な テ
ー

マ を ひ ろ い あ げ て み

た い 。

6 ．1　 情報論 （理 念系）

　生 物 学 に よ る 適 応 を 背 景 と した 情 報 の 価 値 （落合 ）
：3］］ ［3Z］，

情報文化 に お け る 曖味性 ，主観的 判 断 の ア ル ゴ リ ズ ム 化 （片

方 ）
B
靴 記 憶 と記 録 と情報 文化 （石 川 ）

［34 ］．小 島勝治の 統計文

化 と大 衆文化 （橋 本 ），視 点 変換 実験 に よ る 身体 変 容
［35］

，電 車

内の 携 帯使 用 の ア ン ケートに 基 づ く環 境 変 容 （石 川 ）
［351，異文

化 共存 （落 合）
／37］，な どが あ げ られる。

6 ．2　 情報文化論 （理 念系 ）

　「情報文化 に お ける 理 念系
・
施設系

・
人 間系 の 関 係性」の 研

究
匚7］

か ら 「情報文化 の 空 間構造 に 関する 試論」
［L4］ まで 八 幡は

情 報 文学 の 理論 展 開 に 意欲 的 なテ
ー

マ を選 び研 究 に と り くん で

い る 。稲垣 の 「情報 文 化学 的新 産業創生 論 」
〔44：

「冂本人 の マ ク

ロ 情 報 学 」
：47］

は ，情 報 文化 論 に位 置 づ け る こ との で き るテ
ー

マ で あ る 。

6．3　 知的財産 （理念系）

　情 報文 化学 の 理 念系 は 眞 ・善 ・美 ・
理 を基 本 と し て い る が ，

人 間 の 創 造 的活 動 は ，上 記 の 基 本 事項 の 探 求 か ら生 まれ る。こ

れ らに共 有す るの は ，情 報価値 の 創 出 で あ り，著作
・
特許

・ブラ

ン ドな どの 知的財 産 と して 位 置づ け られる。知 的財産 に 関す る

テ
ー

マ は 少 な くな い 。 た と え ば 近 年 の 著 作 権 の 強化 に つ い て ，

種々 の ひ ずみ が 累積 しつ つ ある こ と 〔稲垣 ）
圃

な どが そ れで あ

る。また ，特 許マ ッ プ な どい くつ かの 特許戦略な ど と産業育成

に つ い て （稲垣 ）［4n］，知 的財 産権 を担 保 設定 し融 資 を行 う動 きの

考 察 な どが あ る （沢本 ）
［26］ 。加 え て い えば ．技術的 （ハ

ード

的） には 種 々 の 発 想支 援 シ ス テ ム が構 築 され て い る。ブ ラ ン ド

もまた 知的財 産 と して ，注 目され る よ うに な っ た。ブ ラ ン ドは

組織 文化 ，威 信 と も絡 む テ
ーマ で あ り、価 値 や 欲望 に 関係する
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もの と思 われ る。地域 ブ ラ ン ドで は ，ミ ク ロ ・
マ
ーケテ ィ ン グ ，

マ ク ロ ・
マ
ーケ テ ィ ン グ ，ブ ラ ン ド理 論 を分類 し，地域 ブ ラ ン

ドに焦点 を合わ せ た理 論 を構 築 して い る （徐 ・内田 ）
鬪 。一

方 「物 語 」が生 活 者 の 好 感度 お よ び 購 買意 欲 の 影響 を明 らか に

した 研 究が 注 目され る （設楽 ・桑 原）
：躙

。

6 ．4 　 言語 論 （人 間系）

　情報 と言語は情報文化の 世 界で も重要 な意義 を持 っ て い る。

言 語 や 言語 学の
一

部 と して の ター
ミノ ロ ジー

学 （岡谷）
：L°］

，歴

史 の オ ン トロ ジー
（石 川 徹 也 ）

［蹴

，経 済 活 動 が グ ロ ーバ ル 化

す る に つ れて ，企業 は多言語 文化重 視 とい う大 目標 を もた な け

れ ば な らず ，特 に EC （電 子 商 取 引） の 普 及 は多 言 語 文化 に 貢

献 す る とい う （稲 垣 ）
f39］。また言 語工 学 と い う分野 がハ

ー
ド的

〔機械系 ）なバ ッ ク ボーン を な し て い る。

6 ．5　 表現 論 （人間系）

　研 究 テ
ー

マ と し て 文芸 の テ
ー

マ で は ，と くに 俳 句 を取 り上

げて い る の が 注 目 され る。イ ン タ
ーネ ッ ト英語俳句や デ ジ タ

ル 俳 画 を利 用 し た 異 文 化交 流 に お け る 創 造 的 教 育 学習 法 （磯

本）
匚4°

  授 業 句 会 に お け る 学 習者 の 意 識 （松 永 ・濱 野 ）
団 ］

な

どが挙 げ られ る。最近 で は オートポ イエ テ ィ ッ クシ ス テ ム 論 に

もと つ く俳句分析 ，新傾 向俳 句 ，伝統俳 句の 基礎情報学 的考察

〔大井 〉
匚42］

が あ る 。 関連 して 前述の Gordon　Pask会話 理 論 な

どが見 られ る （橋本）
［La］

。 河口 の 「表現 と科学の 生 命宇宙」
［58】

は ，本学会誌 な らで は の 注 目すべ きテ
ー

マ で ある。

6 ．6　 日本文化論 （人間系）

　 日 本文化論は 以 前か ら継続 して い る テ
ー

マ で もあ る。日 本文

化 圏 の 深 層 （平 澤）
［4°’：，日本文 化 の 認 知 差 （平 澤）

匚46］，日本 人

の マ ク ロ 情報 学 （稲垣 ）
［47／i ，な どが 挙 げ ら れ る 。 異 文化 共 存で

は 情 報化 や グロ
ーバ ル 化を契機 と して ，世界 の 新た な 理解 を求

め て い る。理 論的に は 文化人類学，方法的 に は多変量 解析 ，デ

ン ドロ グ ラム な ど を用 い た 実証的 な研 究が み られ る。関連 して

情報社会 ネ ッ トワ
ー

ク に お け る 文化差 は解釈 学的現 象学 ，つ ま

りテ ク ス トの 内 容 に よる社 会 的 な意 味 ，現 象 を考 察す る もの で

あ る （陳 ・桑 原）
［’ls］。

6．7　　リス ク ，安心 ・安全 （理念系 ・人間系 ・施設系）

　 リ ス ク と安全
・
安心 は 対概念 で あ る。リス ク は今 日 の 環境 問

題 な ど切 実 で あ る。リ ス ク に 関 し て は ，経 営 学 か らの リス ク
・

マ ネジ メ ン ト （ナ レ ッ ジ ・マ ネジ メ ン ト） と して ，企 業 内投 下

資本 に お い て 情 報 シ ス テ ム （機械 資本 〉 と人 的 資 本 （知 的資

本 ） の コ ン ビ ネーシ ョ ン が 有効 で な けれ ば 企 業 リ ス クが 発 生 す

る と い う （辻 本 ）
匚49］

。 また リス ク
・

コ ミ ュ ニ ケ
ー

シ ョ ン 空 間

の 市場へ の 拡張に お い て は ，国家 （政 府
・
行政） は （リ ス ク 管

理 の ）選 択肢の 幅を示せ ば よ く．具体的 な選択 肢 の 提 供 は企 業

が 行えば よ い とする （小川 ）
：50］。一

方で 食 産 業 ，トレ ーサ ビ リ

テ イ とい っ た コ ン セ プ トに よる ビ ジ ネス モ デ ル の 変 革が 論 じら

れ て い る （高橋 ）
［51：。実 学 的成 果 と し て は ，「水 産加 工 食 品向

け トレ ーサ ビ リ テ ィ シ ス テ ム の 開発 」 （竹 野 他 ）
LS9］

が あ り，ま

情報文化学に 関す る研 究 テ
ー

マ 分 析試論 　　37

た安心 ・
安全 かつ 新鮮 な農産物 を供給する シ ス テ ム の ，情 報文

化 の 構 造 （理 念系 ・人 間系 ・施 設系 ）をふ まえた構 築 もお こ な

われ て い る （下 川原 他）
［’52］。

6．8　 コ ミ ュ ニ テ ィ
・イ ン フ ォ マ テ ィ ッ クス （理 念 系 ・人 間

　　　系 ・施設系）

　遠 山 は ，国 際 的研 究領 域 とな っ て い る コ ミ ュ ニ テ ィ ・イ ン

フ ォ マ テ ィ ッ ク ス を ，主 に 地域 コ ミ ュ ニ テ ィ の社 会
・
文化の 活

性 化に つ い て ，社 会 学 的 ア プ ロ
ーチか ら理論 化 を試 み ，実 践 を

対 象 と した調 査研 究 を テ
ー

マ に して い る。こ こ か ら ICT 利 活

用 の 在 り方 を明 らか に して い る （図 1，図 2）。以前 の 地域 ア
ー

ト創 作 プ ロ ジ ェ ク ト
〔54：

か ら場所 性
圃

の 概 念 へ ，さ らに 社 交

の デ ザ イ ン へ と研 究 テ
ー

マ を深 め て きた
［56］。あ る 地 点の 「空

間」 を 「場 所 」へ 転 換 す る に は ，親 密 な 経験 な ど の 意味付 与 が

関わ る とい う。 また 「社交」 とは ，ジ ン メ ル 等の 理 論を背景 に ，

社 会 関 係 資本 を構築す る と きの 地域住 民 間 の 相互 作 用 の 中核 を

い い ，地域 SNS に お け る 社 交 の 成 立 に つ い て 検 証 して い る。

こ こ に は地 域 に 関す る 考え方 の 変容
・展 開がみ られ る。

　 　 　 図 1　 情報 文化 空 間の モ デ ル

ICT 利活用

　 　 　 　 図 2　 e 地域 社会 の 構 築

6．9　 情 報 文化 学の実 証 研究 〔理 念系 ・人間系 ・施設 系）

　「情 報文化 空 間か らみた企 業通 貨の 実 証 的研 究」（安岡）
［9］

は ，

複 合 的 な もの の 融合 した
一

体化 した 情報空 間 を も とに ，企 業通

貨の 課 題 を示 し ，そ の 解 決 の 方 向 性 を考 察 して い る。「知 的 イ
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ン フ ラ ス トラ ク チ ャ
ー

の 構想一情報文化学 的 存在 と して の イ ン

タ
ーネ ッ ト」 （天 野 他｝

ti
’Tl

で は ，イ ン タ
ーネ ッ トは ，情報科学が

創 り出 した 「も う一
つ の 社 会」 で あ り，情 報 文 化 の 立 場 か ら

論 じら れ る べ き存 在 と な っ て い る と い う，イ ン タ
ーネ ッ トの

自 浄 作 用 や イ ン タ
ー

ネ ッ トに 知 性 を持 た せ る こ と な ど を 論 じ

て い る、．

7 ． 考察

　本研 究 で は すべ て の 論 文 に 当 た っ た わ けで は な く．ま た テ
ー

マ の 抽 象 的 な論文 もあ っ たが ，対 象 とな っ た 論 文 は 情報 化 時代

の 流 れ に あ っ て 理 念 系 ，施 設 系 ，人 間系 、社 会系 な どの 相 互 関

係 を意識 して い る もの と 思 わ れ た 、、以 下 に 主 な考察 を述べ る，、

7 ．1　 量的分布，質的内容 ，方法 ，

　引用 に 関 し て は 引用分析 に 耐
．
え る ほ どの 文献は なか っ た が ，

片 方 論 文や 著書 ．マ ク ル
ー

ハ ン な ど の メデ ィ ア 関 係 ．情 報 処理

関係な どは 仮説 どお り広く引 用 さ れ て い た 。 さ ら に展 開すれ ば

著 者 の 所属 学 会 の 調査 ，メ デ ィ ア な ど隣接 学会 の 論 文 の 検討な

ど も面 白い の で は な い か と思 わ れ た tt

7 ．2　 領域区分とテ
ー

マ の 変化

　仮 説 通 り内容 が 複雑化 し ．新 しい テ
ー

マ もみ ら れ た 。理 念

系 と し て の 哲 学 ，倫理 ，人 間 系 と社 会系の 不 離 な こ と や ，施設

系 の 理 論 的 ・実 際 的 掘 り ト
．
げ な どが 課題 とな る。さ ら に コ ン

ピ ュ
ーダ に 直 接 関わ らない 論 文 を ど うみ る かや ，行 政 関係 も今

後研 究 を 深 め るべ き分 野 で あ る。

7，3　 テー
マ の 選択

・
分析

　論 文 選択 が 適切 だ っ た の か ど うか ，と りあ げた 個 々 の 論 文 の

目指 す ベ ク トル が 同 じだ っ たか どうか ，あ る い は も っ と多 くの

テ
ー

マ と むす びつ い たの で はな い かな ど反省 材料 は多い 。と も

か くもく 言語 ，リ ス ク ，ブ ラ ン ド〉 な ど 多面 的 な テ
ー

マ と ，〈

地域 ア
ー

ト→場所性→社 交 〉 な どの 進 化 ・進 展 す る テ ーマ ，さ

らに 今後深め る べ きテ
ー

マ と し て く ス ピ リチ ュ ア ル と情 幸民 精

神分 析 ，社会 の い ろ い ろ な場面 で の 人 閲関係請 神分析 と メデ ィ

ア 〉 な どが 明確 に な っ た。図 3 に以 上 を ま とめ た，、

8 ．　 おわ り に
一む す びと展望

一

　今 回 は 情 報 文 化学 の 総 合 的 な研 究 の 第
一

歩 と して こ れ まで

ど うい う研 究 が な さ れ て きた の か を み る た め に ，『情 報 文化

ハ ン ドブ ッ ク 』 掲 載論 文 と そ れ 以 後 の お も に 「情 報 文 化学 会

誌一の 論 文 の 俯 瞰 を 試 み た。基 本 的 な ス タ ン ス と して は批 判

的 で は な く論 文 の 傾 向をで きる だ け 客 観 的 に と ら え た い と い

う もの で あ っ た。し か し今回 検討 し た テ
ー

マ は 全 て と い うわ

け で は な く，また 専 門的 で 今 回 は 理 解 の 及 ば な い テ
ー

マ もい

く つ か あ っ た 。し か し主 要 な テ ーマ は 描 き出せ た の で は な い

か ，また こ れ まで あ ま り紹介 され な か っ た 論 文 も紹 介 で き た

の で はな い か と思 われ る。

’
　　 ・

ニニ難 潰韈定罫

瑠
辮 羅覊 羅 罫

図 3　情報文化学 の 主要 な テ
ー

マ

　具 体 的 な結 論 と して （a）方 法 的 に は 複 雑 さ を増 し て い る ，（b）

領域 に また が る テ
ー

マ と して く 情 報 論 ，情 報 文 化 論、知的則
．

産 ，言 語 論 ．表 現 論 ，日本 文化 論 ，リ ス クと 安心 ・．安 全 ，コ ミ ュ

ニ テ ィ
・

イ ン フ ォ マ テ ィ ッ ク ス 、．「青報 文 化 学 の 実 証 的 研 究 〉

な ど が 浮 か び上 が っ た 、

　 ま た進 化
・
発展 し た テ

ー
マ と し て ，＜ 地域 ア

ー
ト創 作→場

所 性 → web に よ る 社 交 の デ ザ イ ン な ど e 地 域 社 会 の 構 築 〉 な

どが 明確 に な っ た。コ ン ピ ュ
ー

タ に 関連 しない 研 究 の 中 に は ，

今後 コ ン ピ ュ
ー

タ と の 関 連 で 再 考 す る こ と も新 しい テ
ー

マ に

な る と考え ら れ る ．

　 さ ら に 今回 ふ れ ら れ な か っ た 領 域 と して 想 考 モ デ ル に 関

し て 引き続 きの 研究が 必 要 に 思 わ れ ，と くに 発 想 の 局 面 の 掘

り下 げが 必 要 で あ る と思 わ れ る。行政 面 に つ い て は さ ら に 研

究す る 必要 が あ り，今 同 取 り上 げ なか っ た論 文や ．予 稿 集 の 検

討 ，理 論 と 産 業 界 と の 関係 ，タ イ ．中 国 ，韓 国 ，フ ィ リ ッ ピ ン ．

イ ン ド，イギ リ ス ，ア メ リカ な どの グ ロ
ーバ ル な研 究 ，また こ

うした異 文化 の 共 存や 時系列 を組み
．込 ん だ経年研 究が 必 要 で

あ る。
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注

〔1）図書 館
・
情報 学 の 一

分 野 で ．E．Garfieldは 引用 （citation ）の 頻 度を 指標

　 と して 各学 問分 野 に お け る雑誌 ，著者 ，主 題 問の 柑関図 を作成 した り

　 （科学の 地図〉、核 となる 雑誌，著 者、主題 を抽 出で きる とい う。

（2｝タ
ー

ミ ノ ロ ジ
ー

学 とは EWuester に よっ て 創 始 され ，概 念 に

　おけ る全体
一

部分 、部分 関係 （オ ン トロ ジ ー） な ど をもとに 、同 義語 ，

　 略語 ，合成語 ，新語な どを分析 ・調整する 理論 と実際で ある 。タ ーミ

　 ノ ロ ジー学 （用語法）に よ っ て ，多言語辞書の 作成 （Web 辞書 も含

　 む）翻 訳特 に 自動翻 訳 や情報 検索 ，議論 の 正 確 さが期 待 で きる。
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